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鳥取大学入学センターです。
新年あけましておめでとうございます。
本年もよろしくお願い申し上げます。
新年本号時点で全国約1,600名の先生方へ、メール配信しています。
（本学入学センターへメールでご連絡をいただいたり、教員と名刺交換をされた先生方を
対象に配信）
鳥取大学の在学生、研究者、入試情報等とあわせて、国の政策動向を参考までにご案内し
ます。

［お知らせ］
１月１８日（土）・１９日（日）は、いよいよ大学入試センター試験です。
センター試験の受験後に、一般入試における最終的な出願先を検討されると思います。
「家から通える」という理由ではなく、「興味のある学問分野」で最後まで進学先を検討
いただきたいと願っています。
保護者が遮る可能性がもしありましたら、『地方の国立大の魅力』冊子シリーズをご利用
ください。
『生活編』と『金銭編』が提供可能です。（冊子は無料、送料のみご負担）
・『地方の国立大の魅力 生活編』
　<http://www.admissions.adm.tottori-u.ac.jp/wp-content/uploads/2019/11/chihokok
uritsu_seikatsu.pdf>
・『地方の国立大の魅力 金銭編』
　<http://www.admissions.adm.tottori-u.ac.jp/wp-content/uploads/2019/01/chihokok
uritsu_kinsen.pdf>
冊子をご要望される先生は、以下7点を明記の上、メールでご連絡ください。宛先
<info-ac@ml.adm.tottori-u.ac.jp>
　1.学校名
　2.先生のお名前・役職名
　3.郵便番号・住所・電話番号
　4.必要部数（1学年の在校生数を上限目安）
　5.利用予定の場面・機会
　6.利用の予定日
　7.『地方の国立大の魅力』冊子に対するご意見・ご感想（今後の継続的な企画制作のた
め教えてください）
※冊子の在庫がなくなり次第、要望受付は終了します。
※今回のご案内は予算の都合上、文書通知は致しません。このメールのみのご案内です。

[今月の在学生]  持続性社会創成科学研究科 工学専攻 博士前期課程２年Ｓくん（愛知県
立熱田高等学校出身、工学部社会システム土木系学科卒業）
高校時代、サッカーが好き過ぎて、ずっとサッカーをやっていました。勉強は正直、苦手
で、特に英語は全然ダメでした。
「どうやったら安全な水を継続的に提供することはできるのか」という、水に関する研究
に興味をもち、環境計画研究室に所属して大学院に進学。
街並みの綺麗なヨーロッパに行って学んでみたいと思い、「トビタテ！留学JAPAN」に応
募したところ、選考を通過できました。
オランダのデルフト工科大学で６か月間、研究するチャンスをつかみ、欧米、アフリカ、
インド等の学生と一緒に取り組んできました。
オランダでは研究活動だけではなく、サッカーチームにも所属することができ（スポンサ
ー付）、サッカーも存分に楽しみました。（堂安律選手にも現地で遭遇！）
また、オランダの大学に留学最中にもかかわらず、アフリカのウガンダに１か月ほど留学
できる機会ももらえました。
留学を通じて多くの失敗・苦労・挫折をしましたが、「最高の出会い」と「掛け替えのな
い思い出」を作ることができました。
ちょっとやそっとの不合理や理不尽さにはめげないくらい、タフになりましたね。
ダメでもめげずに頑張れば、自分に幸運がやってくる。そのチャンスが巡ってくるのが、
鳥取大学です。
<https://www.ciatu.tottori-u.ac.jp/ja/tobitate-report>



[今月の研究者] 　工学部長　後藤 知伸　教授
鳥取大学の工学部は、４学科「機械物理系学科」「電気情報系学科」「化学バイオ系学
科」「社会システム土木系学科」からなります。
１学科１００名以上の募集人員（工学部全体では４５０名）で、比較的規模が大きく、毎
年、多様な出身地から入学してくる点が大きな特徴です。
また、工学部の教員も１２０名以上が所属し、バラエティに富んだ専門性をカバーしてお
り、多様な出身地・出身大学から集まっています。
教育上の特徴は、２年次からプログラムを選択、４年次で研究室に配属し、各自が自分の
テーマを持って研究活動に取り組む点です。
日々実験に取り組み、失敗をしながらどう次を考え改善するのか、どの研究室でも学生た
ちは熱心に取り組んでいます。
就職に強く、大手有名企業から地域の中核企業まで、様々な分野で卒業生・修了生が活躍
しています。
自分の出身地またはその隣接県にUターンして就職する者が多いのも、特徴です。
<https://eng.tottori-u.ac.jp/entrance/message-obog>
ぜひ工学部パンフレットも参考ください。
<https://frompage.pluginfree.com/weblish/frompage/5470589056/index.shtml?rep=1>

[鳥取大学 令和２年度 一般入試]
出願期間は、１月２７日（月）～２月５日（水）です。
詳細は以下をご確認ください。
<http://www.admissions.adm.tottori-u.ac.jp/>
<http://www.admissions.adm.tottori-u.ac.jp/wp-content/uploads/2019/11/R2.ippan_b
osyuyoko.pdf>

[鳥取大学 令和２年度 推薦入試Ⅱ]
＜センター後出願の学部学科＞
・地域学部 地域学科 国際地域文化コース　募集６人（出願期間１月２１日（火）～２４
日（金））
・医学部 生命科学科　募集５人（出願期間１月２１日（火）～２７日（月））
・工学部 電気情報系学科　募集７人（出願期間１月２１日（火）～２４日（金））
・工学部 化学バイオ系学科　募集５人（出願期間１月２１日（火）～２４日（金））
・工学部 社会システム土木系学科　募集５人（出願期間１月２１日（火）～２４日（
金））
・農学部 生命環境農学科　募集４０人（出願期間１月２１日（火）～２４日（金））
※詳細は、以下より募集要項をご確認ください。
　<http://www.admissions.adm.tottori-u.ac.jp/>
　<http://www.admissions.adm.tottori-u.ac.jp/wp-content/uploads/2019/09/1_suisen
2yoko_kai.pdf>

［地方国立大学の合同相談会］
山陰・南四国の４大学（鳥取大・島根大・徳島大・高知大）による相談会を名古屋・大阪
・岡山で開催します。
ご希望の生徒・保護者がいらっしゃいましたら、ご案内ください。
１／２５（土）名古屋　山陰・南四国 国立大学相談会　１３：３０～１６：３０　ＡＰ
名古屋．名駅
１／２６（日）大阪　山陰・南四国 国立大学相談会　９：３０～１２：３０　ＡＰ大阪
梅田茶屋町８階
１／２６（日）岡山　山陰・南四国 国立大学相談会　１５：３０～１８：００　アーク
ホテル岡山２階

[国の高等教育政策の動向ならびに高大接続改革のゆくえ]
◎文部科学省が12/25に「大学入試英語4技能評価ワーキンググループ　議事要旨・議事録
・配付資料」を公表しました。
  （非公開で行われた、第１回会議（2018年12月18日）から第６回会議（2019年9月3日）
までの議事録と配布資料）
 <https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/koutou/101/index.htm>



 <https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/koutou/101/giji_list/index.htm>
◎文部科学省が12/25に「「大学入学共通テスト」検討・準備グループ　議事要旨・議事
録・配付資料」を公表しました。
　（非公開で行われた、第１回会議（2016年5月19日）から第９回会議（2017年3月22日）
までの議事概要と配布資料）
 <https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/koutou/100/index.htm>
 <https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/koutou/100/giji_list/index.htm>
◎文部科学省が12/27に「大学入試のあり方に関する検討会議の設置について」を公表し
ました。
 <https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/mext_00063.html>
◎文部科学省が12/27に「令和３年度からの大学入試サイト」を開設しました。
 <https://www.mext.go.jp/nyushi/>
◎文部科学省が12/20に「令和2年度入学者選抜について」を公表しました。
 <https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/senbatsu/1412102_00001.htm>

※メール配信停止をご希望の場合<ncn-ft@ml.adm.tottori-u.ac.jp>へ「配信停止希望」
と明記し返信下さい。
※このメールアドレス<ncn-ft@ml.adm.tottori-u.ac.jp>はメルマガ配信専用です。ご質
問お問合せは<info-ac@ml.adm.tottori-u.ac.jp>へお願いします。


